
(57)【要約】

【課題】複数回ではなく一回の針挿入作業で反復的かつ

連続的に患者からの採血および患者への医用流体の投与

の両者を行うために使用できる新規な装置を提供する。

【解決手段】発明装置（１、３１、７１、１１１）は、

血液の固有な静脈圧力および装置の毛細管作用を利用し

て患者の静脈の一つから血液を採取でき、従って静脈の

真空による潰れを阻止できる。本発明装置は、患者静脈

に挿入できるようにカニューレ（３、３３、７３、１１

３）に合流接続した管本体（２、３２、７２、１１２）

で構成する。シリンジ開口（１０、４０、８０、１２０

）および採血用容積計（２６、５６、９６、１３６）を

管本体（２、３２、７２、１１２）から別々に分岐させ

る。本発明装置（１、３１、７１、１１１）7を使用す

る場合には、シリンジ開口（１０、４０、８０、１２０

）に空の採血用シリンジ（１３、４３、８３、１２３）

を装着し、患者の静脈にカニューレ（３、３３、７３、

１１３）を挿入し、血液の流れを管本体（２、３２、７

２、１１２）から固有な静脈血圧の作用および毛細管作

用によって容積計（２６、５６、９６、１３６）に受動
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 か ら 採 血 し 、 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る 装 置 で あ っ て 、
　 血 液 お よ び 医 用 流 体 を 運 ぶ 管 本 体 （ ２ 、 ３ ２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ） と 、
　 管 本 体 （ ２ 、 ３ ２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 か つ 相 互 に 分 岐 関 係 で 配 設 し
た 血 液 量 を 表 示 す る イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ８ 、 ４ ８ 、 ８ ８ 、 １ ２ ８ ） お よ び シ リ ン ジ
開 口 （ １ ０ 、 ４ ０ 、 ８ ０ 、 １ ２ ０ ） と 、 そ し て
　 管 本 体 （ ２ 、 ３ ２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ） と 連 動 係 合 し 、 こ の 管 本 体 を 選 択 的 に ブ ロ ッ ク す る
ク ラ ン プ （ ６ 、 ３ ６ 、 ７ ６ 、 １ １ ６ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 患 者 か ら 採 血 し 、 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る 装 置 で あ っ て 、
　 血 液 お よ び 医 用 流 体 を 運 ぶ 管 本 体 （ ３ ２ ） と 、
　 管 本 体 （ ３ ２ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 か つ 相 互 に 分 岐 関 係 で 配 設 し た 血 液 量 を 表 示 す る
イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ ４ ８ ） お よ び シ リ ン ジ 開 口 （ ４ ０ ） と 、
上 記 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト と 流 体 連 絡 す る 血 液 リ ザ ー バ （ ６ ９ ） と 、 そ し て
　 管 本 体 （ ３ ２ ） と 連 動 係 合 し 、 こ の 管 本 体 を 選 択 的 に ブ ロ ッ ク す る ク ラ ン プ （ ３ ６ ） と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 患 者 か ら 採 血 し 、 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る 装 置 で あ っ て 、
　 血 液 お よ び 医 用 流 体 を 運 ぶ 管 本 体 （ ３ ２ ） と 、
　 管 本 体 （ ３ ２ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 か つ 相 互 に 分 岐 関 係 で 配 設 し た 血 液 量 を 表 示 す る
イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ ４ ８ ） お よ び シ リ ン ジ 開 口 （ ４ ０ ） と 、
　 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ ４ ８ ） と 流 体 連 絡 す る 第 ２ シ リ ン ジ 開 口 （ ６ ０ ） と 、 そ し て
　 管 本 体 （ ３ ２ ） と 連 動 係 合 し 、 こ の 管 本 体 を 選 択 的 に ブ ロ ッ ク す る ク ラ ン プ （ ３ ６ ） と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 患 者 か ら 採 血 し 、 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る 装 置 で あ っ て 、
　 血 液 お よ び 医 用 流 体 を 運 ぶ 管 本 体 （ １ １ ２ ） と 、
　 管 本 体 （ １ １ ２ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 で 配 設 し た シ リ ン ジ 開 口 （ １ ４ １ ） と 、
　 管 本 体 （ １ １ ２ ） と 流 体 連 絡 す る シ リ ン ジ 開 口 （ １ ４ １ ） と 着 脱 自 在 に 係 合 す る 拡 張 性
血 液 レ セ プ タ ク ル （ １ ４ ６ ） と 、 そ し て
　 管 本 体 （ １ １ ２ ） と 連 動 係 合 し 、 こ の 管 本 体 を 選 択 的 に ブ ロ ッ ク す る ク ラ ン プ （ １ １ ６
） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ８ 、 ４ ８ 、 ８ ８ 、 １ ２ ８ ） 内 お よ び ／ ま た は 管 本 体 （ ２ 、 ３
２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ） と 流 体 連 絡 関 係 で 血 液 容 積 計 （ ２ ６ 、 ５ ６ 、 ９ ６ 、 １ ３ ６ ） を 配 設 し
、 こ の 血 液 容 積 計 （ ２ ６ 、 ５ ６ 、 ９ ６ 、 １ ３ ６ ） と し て 螺 旋 式 管 容 積 計 、 折 り 曲 げ 式 管 容
積 計 ま た は 容 積 計 室 を 使 用 し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 管 本 体 （ ２ 、 ３ ２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ） に 対 し て 着 脱 自 在 な 流 体 連 絡 関 係 で イ ン ジ ケ ー タ ユ
ニ ッ ト （ １ ８ 、 ４ ８ 、 ８ ８ 、 １ ２ ８ ） を 配 設 し た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ １ ８ 、 ８ ８ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 で 通 気 性 膜 （ ２ ９ 、 １ ０ ２
） を 配 設 し た 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト （ ４ ８ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 で 保 護 容 器 （ ６ ３ ） を 配 設 し 、 こ
の 保 護 容 器 （ ６ ３ ） 内 に 血 液 リ ザ ー バ （ ６ ９ ） を 収 め た 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-500540 A 2007.1.18



　 さ ら に 、 第 ２ シ リ ン ジ 開 口 （ ６ ０ ） に 着 脱 自 在 に 係 合 し か つ こ の 開 口 を シ ー ル す る キ ャ
ッ プ 装 置 （ １ ０ ０ ） 、 お よ び こ の キ ャ ッ プ 装 置 （ １ ０ ０ ） に よ っ て 支 持 さ れ る 通 気 性 膜 （
１ ０ ２ ） を 有 す る 請 求 項 ２ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 管 本 体 （ １ １ ２ ） に 対 し て 流 体 連 絡 関 係 で 第 ２ シ リ ン ジ 開 口 （ １ ２ ０ ） を 配 設 し 、 シ リ
ン ジ 開 口 （ １ ４ １ ） お よ び 第 ２ シ リ ン ジ 開 口 （ １ ２ ０ ） を 管 本 体 （ １ １ ２ ） か ら 別 々 に 分
岐 し た 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 か ら 採 血 す る と と も に 、 医 用 流 体 を 患 者 に 投 与 す る シ リ ン ジ な ど の 装 置
に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 一 回 の 針 挿 入 に よ っ て 、 患 者 か ら 採 血 で き 、 か つ
患 者 に 薬 や そ の 他 の 医 用 流 体 を 投 与 で き る 新 規 な 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 来 院 し て 治 療 を 受 け る 患 者 の 場 合 、 血 液 試 験 の た め の 採 血 お よ び 医 用 流 体 の 静 脈 投 与 の
両 者 が 必 要 な こ と が 多 い 。 ま た 、 患 者 の 適 切 な 治 療 の た め に は 、 採 血 を 行 い 、 か つ 医 用 流
体 を 規 則 的 に 反 復 投 与 す る こ と も 必 要 で あ る 。 従 来 、 こ の 手 法 で は 、 患 者 の 体 の 各 部 位 に
何 度 も 針 を 挿 入 し て 、 外 頸 静 脈 、 内 頸 静 脈 、 鎖 骨 下 静 脈 、 頭 部 静 脈 、 大 腿 部 静 脈 や 伏 在 静
脈 な ど の 静 脈 に ア ク セ ス す る 必 要 が あ る 。 針 を 何 度 も 挿 入 す る こ と は 、 患 者 に と っ て か な
り 苦 痛 で あ る だ け で な く 、 感 染 の 恐 れ が 強 く な り 、 か つ 医 療 側 が 汚 染 さ れ た 針 に よ っ て 刺
さ れ る 危 険 も 強 く な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 患 者 か ら 採 血 す る 従 来 の 方 法 で は 、 例 え ば 、 部 分 真 空 圧 を 利 用 し て 患 者 の 静 脈 の 一 つ か
ら 採 血 装 置 に 集 血 す る 。 静 脈 か ら 採 血 す る た め に こ の よ う な 部 分 真 空 圧 を 利 用 す る 場 合 、
静 脈 が 早 め に 潰 れ る た め 、 異 な る 部 位 に お け る 別 な 静 脈 ま た は 同 じ 静 脈 に 針 を 再 挿 入 し て
さ ら に 採 血 し な け れ ば な ら な い 事 態 が 生 じ る 。 こ の 問 題 は 、 特 に 幼 児 や 老 人 （ こ の 場 合 、
採 血 サ ン プ ル 源 は 例 え ば 細 く 、 薄 い 静 脈 で あ る ） か ら 採 血 す る 場 合 に よ く 見 ら れ る 問 題 で
あ る 。 従 っ て 、 複 数 回 で は な く 一 回 の 針 挿 入 作 業 を 利 用 し て 、 反 復 的 に 患 者 か ら の 採 血 お
よ び 患 者 へ の 医 用 流 体 投 与 を 実 施 で き 、 し か も 固 有 な 血 圧 を 利 用 す る こ と に よ っ て 静 脈 の
早 す ぎ る 潰 れ を 阻 止 し た 状 態 で 採 血 で き る 装 置 が 望 ま れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 全 体 と し て は 、 複 数 回 で は な く 一 回 の 針 挿 入 作 業 で 反 復 的 か つ 連 続 的 に 患 者
か ら の 採 血 お よ び 患 者 へ の 医 用 流 体 の 投 与 の 両 者 を 行 う た め に 使 用 で き る 新 規 な 装 置 に 関
す る 。 本 発 明 装 置 は 、 血 液 の 固 有 な 静 脈 圧 力 お よ び 装 置 の 毛 細 管 作 用 を 利 用 し て 患 者 の 静
脈 の 一 つ か ら 血 液 を 採 取 で き 、 従 っ て 静 脈 の 真 空 に よ る 潰 れ を 阻 止 で き る 。 本 発 明 装 置 は
、 患 者 静 脈 に 挿 入 で き る よ う に カ ニ ュ ー レ に 合 流 接 続 し た 管 本 体 で 構 成 す る 。 シ リ ン ジ 開
口 お よ び 血 液 流 量 を 測 定 す る 装 置 （ 以 下 、 容 積 計 と 呼 ぶ ） を 管 本 体 か ら 別 々 に 分 岐 さ せ る
。 装 置 を 使 用 す る 場 合 に は 、 シ リ ン ジ 開 口 に 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ を 装 着 し 、 患 者 の 静 脈 に
カ ニ ュ ー レ を 挿 入 し 、 血 液 の 流 れ を 管 本 体 か ら 固 有 な 静 脈 血 圧 の 作 用 お よ び 毛 細 管 作 用 に
よ っ て 容 積 計 に 受 動 的 に 導 入 し 、 次 に シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ を 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 容 積
計 か ら 採 血 用 シ リ ン ジ に 血 液 の 流 れ を 能 動 的 に 採 取 す る こ と に よ っ て 採 血 す る 。 必 要 な 場
合 に は 、 採 血 す べ き 血 液 量 に 応 じ て 、 血 液 の 満 た さ れ た シ リ ン ジ を 取 り 外 し 、 続 け て 別 な
空 の 採 血 用 シ リ ン ジ を 装 着 し 、 上 記 の 操 作 を 行 え ば よ い 。 ま た 、 本 発 明 装 置 を 使 用 す れ ば
、 管 本 体 お よ び 容 積 計 か ら 残 留 血 液 を 吸 引 し て か ら 、 管 本 体 を 殺 菌 等 張 食 塩 溶 液 で 管 本 体
を 洗 浄 し 、 シ リ ン ジ 開 口 ま た は 管 本 体 に 接 続 し た 補 助 開 口 に 装 着 し た 医 用 流 体 シ リ ン ジ ま
た は カ テ ー テ ル か ら 管 本 体 を 介 し て 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る こ と が で き る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 つ の 実 施 態 様 で は 、 液 体 は 透 過 し な い が 空 気 は 透 過 す る 膜 を 遠 い 位 置 に あ る 容 積 計 に
装 着 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 の 容 積 計 と し て は 、 膜 に 向 か う 血 液 の 流 量 を 視 覚 的 に 評 価
で き る 室 、 細 長 い 折 り 曲 げ 式 ま た は コ イ ル 式 管 、 ま た は そ の 他 の 要 素 を 使 用 す る こ と が で
き る 。 管 本 体 か ら シ リ ン ジ 開 口 を 分 岐 し 、 シ リ ン ジ を 受 け 取 る よ う に 構 成 し 、 試 験 用 血 液
を 採 取 す る 。 装 置 か ら 容 積 計 を 取 り 外 し 、 医 用 流 体 充 填 シ リ ン ジ を 受 け 取 る よ う に 構 成 し
て 、 医 用 流 体 を 患 者 に 投 与 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 別 な 実 施 態 様 で は 、 変 形 性 リ ザ ー バ を カ ニ ュ ー レ お よ び 容 積 計 と 流 体 連 絡 す る 状 態 で 配
設 す る 。 こ の リ ザ ー バ の 場 合 、 バ レ ル に そ っ て 通 気 開 口 を 備 え た シ リ ン ジ ま た は そ の 他 の
保 護 カ バ ー の シ リ ン ジ 内 で 保 護 す る こ と が で き る 。 採 血 用 シ リ ン ジ を 使 用 す る 血 液 吸 引 操
作 の 終 了 後 、 管 を 殺 菌 等 張 食 塩 溶 液 で 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 残 留 血 液 を 有 効 に 除 去 す る
こ と が で き る 。 装 置 か ら リ ザ ー バ ユ ニ ッ ト を 外 す と 、 装 置 の 残 り の 部 分 は 通 常 の Ｙ 形 管 と
し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 別 な 実 施 態 様 で は 、 患 者 の 静 脈 に 挿 入 す る カ ニ ュ ー レ に 管 本 体 を 合 流 接 続 す る 。
シ リ ン ジ 開 口 お よ び 血 液 流 量 を 測 定 す る 装 置 （ 以 下 、 容 積 計 と 呼 ぶ ） を 管 本 体 か ら 別 々 に
分 岐 さ せ る 。 装 置 を 使 用 す る 場 合 に は 、 シ リ ン ジ 開 口 に 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ を 装 着 し 、 患
者 の 静 脈 に カ ニ ュ ー レ を 挿 入 し 、 血 液 の 流 れ を 管 本 体 か ら 固 有 な 静 脈 血 圧 の 作 用 お よ び 毛
細 管 作 用 に よ っ て 容 積 計 に 受 動 的 に 導 入 し 、 次 に シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ を 引 き 上 げ る こ と に
よ っ て 容 積 計 か ら 採 血 用 シ リ ン ジ に 血 液 の 流 れ を 能 動 的 に 採 取 す る こ と に よ っ て 採 血 す る
。 必 要 な 場 合 に は 、 採 血 す べ き 血 液 量 に 応 じ て 、 血 液 の 満 た さ れ た シ リ ン ジ を 取 り 外 し 、
続 け て 別 な 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ を 装 着 し 、 上 記 の 操 作 を 行 え ば よ い 。 ま た 、 本 発 明 を 使 用
す れ ば 、 管 本 体 お よ び 容 積 計 か ら 残 留 血 液 を 吸 引 し て か ら 、 管 本 体 を 殺 菌 等 張 食 塩 溶 液 で
管 本 体 を 洗 浄 し 、 シ リ ン ジ 開 口 ま た は 管 本 体 に 接 続 し た 補 助 開 口 に 装 着 し た 医 用 流 体 シ リ
ン ジ ま た は カ テ ー テ ル か ら 管 本 体 を 介 し て 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に つ い て 好 適 な 実 施 態 様 を 説 明 す る が 、 こ の 説 明 に よ り 本 発 明 の 特 徴 お
よ び 作 用 効 果 を 理 解 で き る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 図 １ に つ い て 説 明 す る 。 図 の 参 照 符 号 １ は 、 本 発 明 の 採 血 兼 医 用 流 体 投 与 装 置 （
以 下 単 に 装 置 と 呼 ぶ ） の 一 実 施 態 様 を 示 す 。 装 置 １ は 、 例 え ば 可 撓 性 材 料 か ら な る 管 本 体
２ で 構 成 す る 。 こ の 管 本 体 ２ に 、 カ ニ ュ ー レ ３ の ハ ブ ４ を ね じ そ の 他 の 手 段 で 取 り 付 け る
。 カ ニ ュ ー レ ３ に 対 向 す る 側 、 即 ち カ ニ ュ ー レ ３ か ら 最 も 遠 い 位 置 に あ る 管 本 体 ２ の 端 部
に 管 分 岐 部 ５ を 設 け る 。 な お 、 こ の 管 分 岐 部 ５ は 、 管 本 体 ２ に 対 し て 連 続 的 に 構 成 し て も
よ く 、 あ る い は 間 に 分 離 要 素 を 挟 ん で 構 成 し て も よ い 。 カ ニ ュ ー レ ハ ブ ４ と 管 分 岐 部 ５ と
の 間 の 管 本 体 ２ 部 分 に 管 ク ラ ン プ ６ を 設 け る 。 こ の 管 ク ラ ン プ ６ と し て は 、 管 本 体 ２ を 流
れ る 流 体 の 流 れ の 容 易 な 選 択 的 、 可 逆 的 せ き 止 め を 可 能 に す る タ イ プ の ク ラ ン プ な ら ば 任
意 の ク ラ ン プ を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 管 ク ラ ン プ ６ と し て は 、 片 手 で 操 作 で き る
も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 管 分 岐 部 ５ の シ リ ン ジ 管 脚 部 ５ ａ か ら シ リ ン ジ 管 本 体 ９ を 延 設 す る 。 な お 、 こ の シ リ ン
ジ 管 本 体 ９ は 、 管 分 岐 部 ５ に 対 し て 連 続 的 に 構 成 し て も よ く 、 あ る い は 間 に 分 離 要 素 を 挟
ん で 構 成 し て も よ い 。 管 分 岐 部 ５ に 対 向 す る 側 の シ リ ン ジ 管 本 体 ９ の 端 部 に シ リ ン ジ 開 口
１ ０ を 設 け る 。 シ リ ン ジ 開 口 １ ０ と し て は 、 雌 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ 要 素 か あ る い
は そ の 他 当 業 者 に と っ て 公 知 な 形 式 の ね じ 式 要 素 な ど の 無 針 形 シ リ ン ジ 開 口 を 使 用 す る こ
と が で き る 。 あ る い は 、 シ リ ン ジ １ ３ と シ リ ン ジ 管 本 体 ９ と の 間 に 可 逆 的 な 流 体 連 絡 を 確
保 で き る タ イ プ な ら ば 、 任 意 の 無 ね じ 式 コ ネ ク タ も 使 用 す る こ と が で き る 。 シ リ ン ジ １ ３
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は 通 常 の シ リ ン ジ で あ れ ば よ く 、 例 え ば 、 雄 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ な ど の シ リ ン ジ
コ ネ ク タ １ ５ を も つ か 、 あ る い は 対 応 す る シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に 確 実 に 係 合 ・ 脱 係 合 で き る
構 造 を も つ 円 筒 形 シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ を も つ シ リ ン ジ で あ れ ば よ い 。 さ ら に 、 シ リ ン ジ １
３ は 複 数 の バ レ ル フ ラ ン ジ １ ６ 、 お よ び 伸 縮 自 在 な シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 管 分 岐 部 ５ の 採 血 用 管 脚 部 ５ ｂ か ら 採 血 用 管 部 １ ９ を 延 設 す る 。 な お 、 こ の 採 血 用 管 部
１ ９ は 、 管 分 岐 部 ５ に 対 し て 連 続 的 に 構 成 し て も よ く 、 あ る い は 間 に 分 離 要 素 を 挟 ん で 構
成 し て も よ い 。 装 置 １ の イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 採 血 用 管 部 １ ９ と 流 体 連 絡 す る よ
う に 構 成 し た 容 積 計 管 部 ２ ０ を も つ 。 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 管 コ ネ ク タ ２ １ に よ
っ て 採 血 用 管 部 １ ９ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る 。 な お 、 こ の 管 コ ネ ク タ ２ １ に は 、 図 示 の よ
う に 、 採 血 用 管 部 １ ９ に 受 け 取 ら れ る 受 け 取 り 要 素 ２ ２ お よ び 容 積 計 管 部 ２ ０ に 挿 入 さ れ
る 挿 入 要 素 ２ ３ を 設 け る こ と が で き る 。 あ る い は 、 受 け 取 り 要 素 ２ ２ を 容 積 計 管 部 ２ ０ に
設 け 、 挿 入 要 素 ２ ３ を 採 血 用 管 部 １ ９ に 設 け て も よ い 。 こ の 受 け 取 り 要 素 ２ ２ を 採 血 用 管
部 １ ９ に 設 け た 場 合 、 こ れ は 、 以 下 に さ ら に 説 明 す る よ う に 、 医 用 流 体 を 患 者 に 投 与 す る
シ リ ン ジ を 着 脱 自 在 に 受 け 取 る シ リ ン ジ 開 口 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 イ ン ジ
ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 採 血 用 管 部 １ ９ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る の で は な く 、 こ れ に 固 定
し て も よ い 。 あ る い は 、 さ ら に 別 な 実 施 態 様 で は 、 （ 想 像 線 で 示 す ） コ ネ ク タ ７ を ク ラ ン
プ ６ と 分 岐 部 ５ と の 間 に 設 け 、 管 本 体 ２ か ら 、 接 続 さ れ て い る イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８
と と も に シ リ ン ジ 管 部 ９ お よ び シ リ ン ジ 開 口 １ ０ を 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る よ う に 構
成 し て 、 望 む 場 合 に は 、 シ リ ン ジ 管 部 ９ お よ び イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ を 廃 棄 で き る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ は 容 積 計 ２ ６ を 備 え て い る 。 こ の 容 積 計 は 、 例 え ば
、 容 積 計 管 部 ２ ０ に 設 け ら れ た 、 透 明 材 料 製 の 容 積 計 室 で あ る 。 あ る い は 、 図 ２ 、 図 ２ Ａ
お よ び 図 ４ に 関 し て 後 述 す る よ う に 、 容 積 計 ２ ６ と し て 、 透 明 な コ イ ル 式 管 ま た は 透 明 な
折 り 曲 げ 式 管 か ら な る 細 長 い 部 分 を 使 用 し て も よ い 。 容 積 計 ２ ６ か ら イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ
ト １ ８ の 膜 管 部 ２ ８ を 延 設 し 、 こ の 膜 管 部 ２ ８ に 通 気 性 膜 ２ ９ を 設 け る 。 通 気 性 膜 ２ ９ は
好 ま し く は 液 体 不 透 過 性 膜 で あ る が 、 膜 管 部 ２ ８ か ら の 血 液 の 流 出 を 阻 止 し た 状 態 で 、 膜
管 部 ２ ８ 内 の 空 気 の 流 れ を 膜 ２ ９ に 向 け て 両 方 向 に 加 速 で き る か 、 あ る い は 容 積 計 室 ２ ６
と 膜 管 部 ２ ８ と の 間 の 空 気 の 流 れ を 両 方 向 に 加 速 で き る 構 造 の も の な ら ば 任 意 の も の を 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 も う 一 度 図 １ に 戻 っ て 説 明 す る と 、 代 表 的 な 使 用 例 の 場 合 、 装 置 １ を ま ず 使 用 し て 、 患
者 ３ ０ の 皮 下 静 脈 か ら 採 血 し 、 血 液 を サ ン プ リ ン グ す る 。 こ の 場 合 に は 従 っ て 、 ク ラ ン プ
６ を 閉 鎖 位 置 に 設 定 し 、 管 本 体 ２ を カ ニ ュ ー レ ３ と 管 分 岐 部 ５ と の 間 に シ ー ル す る 。 採 血
用 管 部 １ ９ と イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ の 容 積 計 管 部 ２ ０ と の 間 に 気 密 /液 密 接 続 を 確 保
で き る よ う に 管 コ ネ ク タ ２ １ を 検 査 す る 。 管 本 体 ２ 、 シ リ ン ジ 管 部 ９ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お
よ び 空 気 含 有 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ を 用 い て 、 図 示 の よ う に 、 カ ニ ュ ー レ ３ を 経 皮 的
に 患 者 ３ ０ の 静 脈 に 挿 入 す る 。 例 え ば 、 カ ニ ュ ー レ ３ の 所 定 位 置 に テ ー プ を 貼 り 、 装 置 １
を 患 者 ３ ０ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 シ リ ン ジ １ ３ の シ リ ン ジ コ ネ ク タ １ ５ を シ リ ン ジ 管 部 ９ の シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に 装 着 し た
後 、 ク ラ ン プ ６ を 調 節 し 、 管 本 体 ２ を 開 放 す る 。 こ の た め 、 患 者 ３ ０ の 静 脈 か ら 血 液 が カ
ニ ュ ー レ ３ お よ び 管 本 体 ２ を 通 っ て 流 れ る と 、 管 本 体 ２ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お よ び イ ン ジ ケ
ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ そ れ ぞ れ 介 し て 膜 ２ ９ に 流 れ る 血 液 に よ っ て 空 気 が 置 換 さ れ る こ と に な
る 。 採 血 用 管 部 １ ９ 内 に 発 生 す る 空 気 圧 が 管 本 体 ２ 内 の よ り 高 い 静 脈 血 圧 よ り も 低 い た め
、 血 液 が 管 本 体 ２ お よ び 管 分 岐 部 ５ の 採 血 用 管 脚 部 ５ ｂ か ら 採 血 用 管 部 １ ９ に 流 れ る が 、
シ リ ン ジ 管 部 ９ に 流 入 す る こ と は な い 。 血 液 は 、 管 本 体 ２ お よ び 採 血 用 管 部 １ ９ か ら そ れ
ぞ れ イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ の 管 コ ネ ク タ ２ １ お よ び 容 積 計 管 部 ２ ０ を 通 っ て 流 れ 、 容
積 計 室 ２ ６ に 流 れ 込 み 、 こ こ に 集 血 す る 。 次 に 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を 採 血 用 シ リ ン
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ジ １ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ か ら 徐 々 に 引 き 出 し 、 シ リ ン ジ 管 部 ９ か ら 最 初 に 吸 気 し 、 シ
リ ン ジ １ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ 内 に 吸 い 込 み 、 こ れ に よ っ て 採 血 用 管 部 １ ９ の 内 圧 お よ
び 管 本 体 １ ２ 内 の 固 有 な 静 脈 血 圧 の 両 者 に 対 し て シ リ ン ジ 管 部 ９ 内 の 空 気 圧 を 下 げ る 。 こ
の 圧 力 低 下 に よ っ て 、 血 液 が そ れ ぞ れ 容 積 計 室 ２ ６ 、 容 積 計 管 部 ２ ０ お よ び 採 血 用 管 部 １
９ か ら シ リ ン ジ 管 部 ９ に 流 れ 込 み 、 次 に シ リ ン ジ １ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ か ら 徐 々 に 引 き 出 す さ い に は 、 容 積 計 室
２ ６ の 血 液 供 給 量 が 足 り な く な り 、 か つ 空 気 /血 液 界 面 が 採 血 用 管 部 １ ９ を 通 っ て 管 分 岐
部 ５ を 超 え る 速 度 （ こ の 速 度 で は 、 空 気 が 採 血 用 管 部 １ ９ か ら シ リ ン ジ 管 部 ９ に 吸 い 込 ま
れ 、 次 に 採 血 用 シ リ ン ジ １ ３ に 吸 い 込 ま れ る こ と に な る ） で 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を
引 っ 張 る こ と が な い よ う に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 プ ラ ン ジ ャ １ ７ を シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ か
ら 引 き 出 す さ い に 比 較 的 ゆ っ く り と し た 制 御 速 度 で 引 き 出 す と 、 静 脈 内 の 血 液 の 固 有 な 流
れ 圧 力 を 利 用 し て 患 者 ３ ０ の 静 脈 か ら 装 置 １ に 血 液 を 確 実 に 採 血 で き る 上 、 静 脈 に 真 空 圧
が 作 用 す る （ こ れ が 作 用 す る と 、 静 脈 が 潰 れ 、 血 液 が 流 れ な く な る ） こ と を 確 実 に 防 止 す
る だ け で な く 、 採 取 血 液 に お け る 赤 血 球 の 溶 血 を 確 実 に 防 止 あ る い は 最 小 限 に 抑 え る こ と
が で き る 。 代 表 例 を 挙 げ る と 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ か ら 引 っ 張
る 速 度 に つ い て は 、 管 本 体 ２ か ら シ リ ン ジ 管 部 ９ を 介 し て 採 血 用 シ リ ン ジ １ ３ に 連 続 的 に
採 血 す る さ い に 、 容 積 計 室 ２ ６ 内 の 血 液 容 積 を ほ ぼ 一 定 の 容 積 に 維 持 す る の に 十 分 な 速 度
に 設 定 す る 。 こ れ を 確 実 に 行 う に は 、 空 気 /流 体 界 面 を 分 岐 部 ５ か ら 最 も 遠 く に 維 持 す る
と と も に 、 膜 ２ ９ に 対 し て 近 接 維 持 す れ ば よ く 、 容 積 計 室 ２ ６ に よ っ て 与 え ら れ る 血 液 流
速 を 視 覚 的 に 評 価 す れ ば よ い 。 な お 、 容 積 計 ２ ６ は 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ か ら 省 く
こ と が で き 、 こ の 場 合 に は 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ に 関 し て は 、 装 置 １ の 使 用 者 が 血
液 流 れ の 進 行 を 視 覚 的 に 検 査 で き 、 か つ 血 液 サ ン プ ル を サ ン プ リ ン グ し て い る 間 、 空 気 /
流 体 界 面 が 分 岐 部 ５ を 超 え て シ リ ン ジ 管 部 ９ に 移 行 す る こ と を 防 止 で き る 透 明 な 管 や そ の
他 の 要 素 か ら な る 部 分 で 構 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 所 望 容 積 の 血 液 を シ リ ン ジ バ レ ル １ ４ に 採 血 し た 後 、 管 ク ラ ン プ ６ を 調 節 し 、 血 液 が 管
本 体 ２ に 続 け て 流 れ な い よ う に す る 。 管 ク ラ ン プ ６ が 閉 鎖 位 置 に あ る 間 は 、 イ ン ジ ケ ー タ
ユ ニ ッ ト １ ８ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お よ び シ リ ン ジ 管 部 ９ か ら す べ て の 残 留 血 液 が シ リ ン ジ バ
レ ル １ ４ に 吸 い 込 ま れ る ま で 、 シ リ ン ジ １ ３ の シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ は シ リ ン ジ バ レ ル
１ ４ か ら 引 き 出 さ れ た ま ま に な っ て い る 。 同 時 に 、 こ れ ら 要 素 が 空 気 で 満 た さ れ る ま で 、
空 気 は 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ を 介 し て 、 ま た そ れ ぞ れ 膜 ２ ９ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お よ
び シ リ ン ジ 管 部 ９ を 介 し て 吸 引 さ れ る 。 次 に 、 シ リ ン ジ コ ネ ク タ １ ５ を シ リ ン ジ 開 口 １ ０
か ら 分 離 す る こ と に よ っ て 血 液 で 満 た さ れ た シ リ ン ジ １ ３ を 装 置 １ か ら 取 り 出 し 、 シ リ ン
ジ １ ３ 内 に 採 血 さ れ た 血 液 を 血 液 試 験 に 回 す 。 必 要 な 場 合 に は 、 一 つ か そ れ 以 上 の シ リ ン
ジ を 追 加 し て こ れ ら に 血 液 を さ ら に 採 血 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ 追 加 の 空 の
シ リ ン ジ を シ リ ン ジ 管 部 ９ の シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に 取 り 付 け 、 以 上 説 明 し て き た 方 法 で 、 一
つ か そ れ 以 上 の シ リ ン ジ １ ３ に 血 液 の サ ン プ ル を さ ら に 採 血 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 血 液 サ ン プ ル （ 複 数 の 場 合 も あ る ） の 採 取 後 、 装 置 １ を 使 用 し て 患 者 ３ ０ に 医 用 流 体 を
投 与 す る 場 合 に は 、 次 の よ う に す る こ と が で き る 。 バ レ ル １ ４ に 一 定 量 の 洗 浄 用 食 塩 溶 液
を 収 め た シ リ ン ジ １ ３ を ま ず シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に 取 り 付 け る 。 次 に 、 流 体 充 填 シ リ ン ジ バ
レ ル １ ４ に シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ を 押 し 込 む と 、 食 塩 溶 液 が 押 出 さ れ 、 そ れ ぞ れ シ リ ン
ジ 管 部 ９ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お よ び 容 積 計 管 部 ２ ０ を 流 れ 、 容 積 計 室 ２ ６ に 流 入 す る 。 次 に
、 容 積 計 管 部 ２ ０ を 管 コ ネ ク タ ２ １ で 採 血 用 管 部 １ ９ か ら 切 り 離 し 、 望 む 場 合 に は 、 容 積
計 室 ２ ６ 、 膜 管 部 ２ ８ お よ び イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ の 膜 ２ ９ と と も に 廃 棄 す る こ と が
で き る 。 次 に 、 管 ク ラ ン プ ６ を 開 放 位 置 に 再 調 節 し 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ １ ７ の シ リ ン ジ
バ レ ル １ ４ へ の 押 し 込 み を 続 け 、 管 本 体 ２ を 洗 浄 用 食 塩 水 で 洗 浄 す る 。 次 に 、 シ リ ン ジ １
３ を 外 し て か ら 、 医 用 流 体 を 収 め た 交 換 シ リ ン ジ １ ３ ま た は Ｉ Ｖ バ ッ グ （ 図 示 省 略 ） に 接
続 し た カ テ ー テ ル （ 図 示 省 略 ） を シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に 取 り 付 け 、 シ リ ン ジ 管 部 ９ か ら 患 者
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３ ０ に 医 用 流 体 を 投 与 す れ ば よ い 。 あ る い は 、 こ の 場 合 、 投 与 を そ れ ぞ れ シ リ ン ジ 開 口 ２
２ 、 採 血 用 管 部 １ ９ お よ び 管 本 体 ２ を 介 し て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ リ ン ジ １ ３ か ら の 医 用 流 体 の 投 与 開 始 後 、 あ る い は そ の 終 了 後 に 続 け て 患 者 ３ ０ か ら
血 液 サ ン プ ル を 採 取 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 シ リ ン ジ １ ３ の 医 用 流 体 を シ リ ン ジ 管 部 １
９ に 放 出 し 、 管 ク ラ ン プ ６ を 閉 鎖 位 置 に 取 り 付 け る 。 次 に 、 交 換 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １
８ を 管 コ ネ ク タ ２ １ で 採 血 用 管 部 １ ９ に 取 り 付 け れ ば よ い 。 医 用 流 体 が 放 出 さ れ た シ リ ン
ジ １ ３ の プ ラ ン ジ ャ １ ７ を 次 に 引 き 上 げ 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト １ ８ お よ び シ リ ン ジ 管 部
９ か ら 残 っ て い る 医 用 流 体 を 吸 い 込 み 、 シ リ ン ジ 開 口 １ ０ か ら シ リ ン ジ １ ３ を 外 し 、 廃 棄
す る 。 こ の 状 態 で は 、 ク ラ ン プ ６ は 開 放 し て い る た め 、 流 体 が 管 本 体 ２ か ら 膜 ２ ９ に 向 か
っ て 流 れ る 。 プ ラ ン ジ ャ １ ７ を 続 け て 引 き 上 げ る と 、 食 塩 水 /血 液 混 合 物 を 採 取 す る こ と
が で き る 。 次 に 、 ク ラ ン プ ６ を 閉 じ 、 別 な 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ １ ３ を シ リ ン ジ 開 口 １ ０ に
接 続 し 、 管 ク ラ ン プ ６ を 開 放 位 置 に 再 調 節 し 、 そ し て こ の シ リ ン ジ １ ３ を 使 用 し て 患 者 ３
０ か ら 続 け て 血 液 を 採 血 す る 。 こ れ ら は そ れ ぞ れ 既 に 説 明 し た よ う に 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ３ に つ い て 説 明 す る 。 符 号 ３ １ は 、 本 発 明 装 置 の 別 な 実 施
態 様 全 体 を 示 し 、 こ の 装 置 は 、 一 端 に カ ニ ュ ー レ ３ ３ の ハ ブ ３ ４ を 固 着 し た 管 本 体 ３ ２ で
構 成 す る 。 管 本 体 ３ ２ の 反 対 側 端 部 に 設 け た 管 分 岐 部 ３ ５ に 、 シ リ ン ジ 管 脚 部 ３ ５ ａ お よ
び 隣 接 す る 採 血 用 管 脚 部 ３ ５ ｂ を 設 け る 。 カ ニ ュ ー レ ハ ブ ３ ４ と 管 分 岐 部 ３ ５ と の 間 に お
い て 所 定 の 設 計 構 成 の 管 ク ラ ン プ ３ ６ を 管 本 体 ３ ２ に 設 け る 。 管 ク ラ ン プ ３ ６ に つ い て は
、 片 手 で 操 作 で き る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ を 管 分 岐 部 ３ ５ の シ リ ン ジ 管 脚 部 ３ ５ aか ら 延 設 す る 。 シ リ ン ジ 開 口
４ ０ と し て 、 例 え ば 無 針 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ を 使 用 し 、 管 分 岐 部 ３ ５ か ら 遠 い 位
置 に あ る シ リ ン ジ 管 ３ ９ の 端 部 に こ れ を 設 け る 。 例 え ば 、 雄 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ
要 素 な ど の シ リ ン ジ コ ネ ク タ ４ ５ を も つ 円 筒 形 シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ を 備 え た シ リ ン ジ ４ ３
に つ い て は 、 シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ に 液 密 接 続 関 係 で 着 脱 自 在 に 係 合 す る も の を 利 用 す る 。 さ
ら に 、 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ は 通 常 の も の で よ く 、 複 数 の バ レ ル フ ラ ン ジ ４ ６ 、 お よ び 伸 縮
自 在 な シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 管 分 岐 部 ３ ５ の 採 血 用 管 脚 部 ３ ５ ｂ か ら 採 血 用 管 部 ４ ９ を 延 設 す る 。 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ
ッ ト ４ ８ に つ い て は 、 管 コ ネ ク タ ５ １ で 採 血 用 管 部 ４ ９ に 着 脱 自 在 に 接 続 し て も よ く 、 ま
た カ バ ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ な ど の 保 護 容 器 に つ い て は 、 後 述 す る 目 的 の た め に イ ン ジ ケ ー タ
ユ ニ ッ ト ４ ８ に 着 脱 自 在 に 接 続 し て も よ い 。 さ ら に 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ は 、 例 え
ば 開 口 管 部 ５ ９ と 容 積 計 管 部 ５ ０ と の 間 に 容 積 計 ５ ６ を 設 け て も よ く 、 こ の 容 積 計 ５ ６ を
透 明 な 容 積 計 ケ ー ス ５ ７ に 収 め て も よ い 。 ま た 、 管 コ ネ ク タ ５ １ に は 、 例 え ば 採 血 用 管 部
４ ９ に 設 け ら れ 、 例 え ば 容 積 計 管 部 ５ ０ に 設 け ら れ た 挿 入 要 素 ５ ３ を 着 脱 自 在 に 受 け 取 る
受 け 取 り 要 素 ５ ２ を 設 け る こ と が で き る 。 あ る い は 、 こ の 受 け 取 り 要 素 ５ ２ を 容 積 計 管 部
５ ０ に 設 け 、 挿 入 要 素 ５ ３ を 採 血 用 管 部 ４ ９ に 設 け て も よ い 。 容 積 計 ５ ６ と し て は 、 例 え
ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 細 長 く 、 全 体 と し て 螺 旋 構 成 の 透 明 ク リ ア な 装 置 を 使 用 す る こ と が
で き る 。 な お 、 容 積 計 ５ ６ と し て は 、 図 １ の 容 積 計 室 ２ ６ な ど の 容 積 計 室 と し て 構 成 し て
も よ い 。 あ る い は 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 容 積 計 ６ １ は 、 透 明 な 容 積 計 ケ ー ス ６ ２ 内 で ジ
グ ザ グ に 折 り 曲 げ ら れ た 折 り 曲 げ 容 積 計 管 と し て 設 計 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 無 針 雌 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ を 適 用 す る こ と が で き る シ リ ン ジ 開 口 ６ ０
を イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ の 開 口 管 部 ５ ９ に 設 け る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 残 留 血 液 採 血
用 リ ザ ー バ ６ ９ に 関 し て は 、 例 え ば 雄 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ 要 素 を 使 用 す る こ と が
で き る シ リ ン ジ コ ネ ク タ ６ ５ を 備 え た カ バ ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ な ど の 保 護 容 器 の シ リ ン ジ バ
レ ル ６ ４ に よ っ て カ バ ー し 、 対 応 す る シ リ ン ジ 開 口 ６ ０ に 着 脱 自 在 に 接 続 し て も よ い 。 ま
た 、 保 護 カ バ ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ に つ い て は 、 一 対 の バ レ ル フ ラ ン ジ ６ ６ を シ リ ン ジ バ レ ル
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６ ４ か ら 延 設 し 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ６ ７ を シ リ ン ジ バ レ ル ６ ４ の バ レ ル 内 部 ６ ８ （ 図 ３
） に 滑 り 自 在 に 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 つ か 複 数 の バ レ ル 開 口 ６ ４ ａ を シ リ ン ジ バ レ ル ６ ４ の
壁 部 に 貫 通 開 口 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 採 血 用 リ ザ ー バ ６ ９ を シ リ ン ジ バ レ ル ６ ４ の バ
レ ル 内 部 ６ ８ に 設 け る 。 リ ザ ー バ ６ ９ は 、 非 常 に 薄 く 、 簡 単 に 変 形 す る バ ル ー ン 形 構 造 に
す れ ば よ く 、 こ の 構 造 は 例 え ば 部 分 的 に 潰 れ る 構 造 で 、 カ ニ ュ ー レ ３ ３ お よ び 容 積 計 ５ ６
と 流 体 連 絡 す る 構 造 で あ る 。 リ ザ ー バ ６ ９ に つ い て は 、 例 え ば 、 リ ザ ー バ ６ ９ の 内 容 積 を
周 囲 の 大 気 圧 力 で 維 持 で き る Ｓ Ａ Ｒ Ａ Ｎ 　 Ｗ Ｒ Ａ Ｐ （ 商 標 ） な ど の 薄 い プ ラ ス チ ッ ク 材 料
か 、 あ る い は ゴ ム そ の 他 の 簡 単 に 変 形 で き る 材 料 で 構 成 す る 。 リ ザ ー バ ６ ９ の 吸 気 端 部 ６
９ ａ に つ い て は 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ コ ネ ク タ ６ ５ 内 に 固 着 す る と と も に 、 リ ザ ー バ ６ ９ の
吸 気 開 口 （ 図 示 省 略 ） を シ リ ン ジ 開 口 ６ ０ に 対 向 配 置 す る 。 リ ザ ー バ ６ ９ の 最 も 遠 い 位 置
に あ る 端 部 を 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 プ ラ ン ジ ャ ６ ７ に 取 り 付 け る 。 以 下 に 説 明 す る よ う に
、 装 置 ３ １ を 操 作 す る 場 合 に は 、 リ ザ ー バ ６ ９ が 容 積 計 ５ ６ か ら 残 留 血 液 を 受 け 取 る 。 シ
リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ か ら シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を ゆ っ く り 引 き 出 す と 、 血
液 が リ ザ ー バ ６ ９ か ら 引 き 抜 か れ る 。 即 ち 、 血 液 が そ れ ぞ れ 容 積 計 ５ ６ 、 採 血 用 管 部 ４ ９
お よ び シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ を 介 し て シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ に 流 入 す る 。 こ の 時
点 で 、 管 コ ネ ク タ ５ １ で 採 血 用 管 部 ４ ９ か ら イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ を 外 し 、 廃 棄 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 代 表 的 な 使 用 例 に つ い て 説 明 す る と 、 図 １ の 装 置 １ に 関 し て 述 べ た よ う に 、 ま ず 装 置 ３
１ を 使 用 し て 患 者 （ 図 示 省 略 ） の 皮 下 静 脈 か ら 血 液 を 採 取 し 、 そ の 後 に 患 者 に 医 用 流 体 を
投 与 す る 。 こ の 場 合 に は 従 っ て 、 ク ラ ン プ ３ ６ を 閉 鎖 位 置 に 設 定 し 、 管 本 体 ３ ２ を カ ニ ュ
ー レ ３ ３ と 管 分 岐 部 ３ ５ と の 間 に シ ー ル す る ； カ ニ ュ ー レ ３ ３ を 患 者 の 静 脈 に 挿 入 す る ；
採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ コ ネ ク タ ４ ５ を シ リ ン ジ 管 部 ３ ４ の シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ に 取
り 付 け る ； そ し て ク ラ ン プ ３ ６ を 調 節 し 、 管 本 体 ３ ２ を 開 放 す る 。 患 者 の 静 脈 か ら 血 液 が
カ ニ ュ ー レ ３ ３ お よ び 管 本 体 ３ ２ を 通 っ て 流 れ る と 、 管 本 体 ３ ２ 、 採 血 用 管 部 ４ ９ お よ び
イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ そ れ ぞ れ 介 し て 部 分 的 に 潰 れ た 採 血 用 リ ザ ー バ ６ ９ （ 図 ３ ） に
流 れ る 血 液 に よ っ て 空 気 が 置 換 さ れ る こ と に な る 。 採 血 用 管 部 ４ ９ 内 に 発 生 す る 空 気 圧 が
管 本 体 ３ ２ 内 の よ り 高 い 静 脈 血 圧 よ り も 低 く 、 従 っ て 膨 張 性 採 血 用 リ ザ ー バ ６ ９ に よ っ て
加 圧 さ れ る た め 、 血 液 が 管 本 体 ３ ２ お よ び 管 分 岐 部 ３ ５ の 採 血 用 管 脚 部 ３ ５ ｂ か ら 採 血 用
管 部 ４ ９ に 流 れ る が 、 シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 流 入 す る こ と は な い 。 血 液 は 、 管 本 体 ３ ２ お よ
び 採 血 用 管 部 ４ ９ か ら そ れ ぞ れ 管 コ ネ ク タ ５ １ お よ び 容 積 計 管 部 ５ ０ を 通 っ て 流 れ 、 容 積
計 ５ ６ に 流 れ 込 み 、 こ こ に 集 血 す る 。 血 液 の 一 部 が 容 積 計 ５ ６ か ら 開 口 管 部 ５ ９ お よ び シ
リ ン ジ 開 口 ６ ０ を 通 っ て カ バ ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ の シ リ ン ジ コ ネ ク タ ６ ５ に 流 れ る と 、 こ の
血 液 は 採 血 用 リ ザ ー バ ６ ９ （ 図 ３ ） に 溜 ま り 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 後 の 段 階 で 、 カ バ
ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ か ら さ ら に 別 な 血 液 サ ン プ ル と し て 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 血 液 が 採 血 用 管 部 ４ ９ か ら 容 積 計 ５ ６ に 流 入 し た 後 、 採 血 用 シ リ
ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ か ら 徐 々
に 引 き 出 し 、 シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ か ら 最 初 に 吸 気 し 、 シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ 内
に 吸 い 込 み 、 こ れ に よ っ て 採 血 用 管 部 ４ ９ の 空 気 圧 に 対 し て シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ 内 の 空 気 圧
を 下 げ る 。 こ の 圧 力 低 下 に よ っ て 、 血 液 が そ れ ぞ れ 容 積 計 室 ５ ６ 、 容 積 計 管 部 ５ ０ お よ び
採 血 用 管 部 ４ ９ か ら シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 流 れ 込 み 、 次 に シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４
４ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ か ら 徐 々 に 引 き 出
す さ い に は 、 容 積 計 ５ ６ の 血 液 供 給 量 が 足 り な く な り 、 か つ 空 気 /血 液 界 面 が 管 分 岐 部 ３
５ を 超 え る 速 度 （ こ の 速 度 で は 、 空 気 が 採 血 用 管 部 ４ ９ か ら シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 吸 い 込 ま
れ 、 次 に シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 吸 い 込 ま れ る こ と に な る ） で 、 シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を 引
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っ 張 る こ と が な い よ う に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 管 本 体 ３ ２ か ら そ れ ぞ れ 採 血 用 管
部 ４ ９ お よ び 容 積 計 管 部 ５ ０ を 介 し て 容 積 計 ５ ６ に 連 続 採 血 す る さ い に は 、 容 積 計 ５ ６ 内
に ほ ぼ 一 定 の 容 積 の 血 液 を 維 持 で き る の に 十 分 な 速 度 で シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を シ リ ン
ジ バ レ ル ４ ４ か ら 引 き 上 げ る 。 こ の よ う に 、 比 較 的 ゆ っ く り と し た 制 御 速 度 で シ リ ン ジ バ
レ ル ４ ４ か ら プ ラ ン ジ ャ ４ ７ を 引 き 上 げ る と 、 静 脈 内 中 の 血 液 の 固 有 な 流 れ 圧 力 を 利 用 し
て 、 血 液 を 患 者 の 静 脈 か ら 装 置 ３ １ に 確 実 に 抽 出 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 所 望 容 積 の 血 液 を 採 血 用 し 臨 時 ４ ３ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ に 採 血 し た 後 、 管 ク ラ ン プ ３
６ を 調 節 し 、 血 液 が 管 本 体 ３ ２ に 続 け て 流 れ な い よ う に す る 。 管 ク ラ ン プ ３ ６ が 閉 鎖 位 置
に あ る 間 は 、 容 積 計 ５ ６ 、 容 積 計 管 部 ５ ０ 、 採 血 用 管 部 ４ ９ お よ び シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ か ら
す べ て の 残 留 血 液 が シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ に 吸 い 込 ま れ る ま で 、 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ の シ リ
ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７ は シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ か ら 引 き 出 さ れ た ま ま に な っ て い る 。 次 に 、 シ
リ ン ジ コ ネ ク タ ４ ５ を シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ か ら 分 離 す る こ と に よ っ て 血 液 で 満 た さ れ た シ リ
ン ジ ４ ３ を 装 置 ３ １ か ら 取 り 出 し 、 シ リ ン ジ ４ ３ 内 に 採 血 さ れ た 血 液 を 血 液 試 験 に 回 す 。
必 要 な 場 合 に は 、 既 述 の よ う に 、 シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ で シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 一 つ か そ れ 以 上
の 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ を シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ に 取 り 付 け 、 追 加 血 液 サ ン プ ル を 採 血 用 シ
リ ン ジ ４ ３ （ あ る い は 複 数 の 連 続 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ ） に 採 取 す る こ と に よ っ て 、 追 加 採
血 用 シ リ ン ジ （ 複 数 の 場 合 の あ る ） に 追 加 血 液 サ ン プ ル を 採 取 す る こ と も で き る 。 採 血 用
リ ザ ー バ ６ ９ （ 図 ３ ） に 採 血 さ れ た 血 液 が あ る 場 合 に は 、 シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ か ら プ ラ ン
ジ ャ ４ ７ を 引 っ 張 る こ と に よ っ て 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ の バ レ ル ４ ４ 内 に 採 血 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ の 装 置 １ の 場 合 と 同 様 に 、 装 置 ３ １ を 使 用 し て 患 者 ３ ０ に 医 用 流 体 を 投 与 す る 場 合
に は 、 次 の よ う に す る こ と が で き る 。 シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ か ら 血 液 が 充 填 さ れ た 採 血 用 シ リ
ン ジ ４ ３ を 取 り 外 し た 後 、 バ レ ル ４ ４ に 一 定 量 の 洗 浄 用 食 塩 溶 液 を 収 め た 交 換 シ リ ン ジ ４
３ を シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ に 装 着 す る 。 次 に 、 シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ に シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ４ ７
を 押 し 込 む と 、 食 塩 溶 液 が 押 出 さ れ 、 そ れ ぞ れ シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ 、 採 血 用 管 部 ４ ９ 、 容 積
計 管 部 ５ ０ 、 容 積 計 ５ ６ お よ び イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ の 開 口 管 部 ５ ９ を 流 れ 、 採 血 用
リ ザ ー バ ６ ９ （ 図 ３ ） に 流 入 す る 。 次 に 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ を 管 コ ネ ク タ ５ １ で
採 血 用 管 部 ４ ９ か ら 切 り 離 し 、 カ バ ー 用 シ リ ン ジ ６ ３ に 収 め た 残 留 血 液 採 血 用 リ ザ ー バ ６
９ と と も に 廃 棄 す る 。 あ る い は 、 リ ザ ー バ ６ ９ に 血 液 /食 塩 溶 液 混 合 物 が 残 っ て い る 場 合
に は 、 部 分 真 空 試 験 管 ま た は 試 験 ビ ン が 適 当 な 容 器 に 試 料 を 引 っ 張 り 込 む こ と に よ っ て 血
液 培 養 に 利 用 す る こ と が で き る 。 次 に 、 管 ク ラ ン プ ３ ６ を 開 放 位 置 に 再 調 節 し 、 シ リ ン ジ
プ ラ ン ジ ャ ４ ７ の シ リ ン ジ バ レ ル ４ ４ へ の 押 し 込 み を 続 け 、 管 本 体 ３ ２ を 洗 浄 用 食 塩 溶 液
で 洗 浄 す る 。 次 に 、 シ リ ン ジ ４ ３ を 外 し て か ら 、 医 用 流 体 を 収 め た 交 換 シ リ ン ジ ４ ３ ま た
は Ｉ Ｖ バ ッ グ （ 図 示 省 略 ） に 接 続 し た カ テ ー テ ル （ 図 示 省 略 ） を シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ に 取 り
付 け 、 そ れ ぞ れ シ リ ン ジ 管 部 ３ ９ お よ び 管 本 体 ３ ２ か ら 患 者 ３ ０ に 医 用 流 体 を 投 与 す れ ば
よ い 。 さ ら に 血 液 サ ン プ ル を 採 取 す る 場 合 に は 、 シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ か ら 医 用 流 体 充 填 シ リ
ン ジ ４ ３ を 外 し 、 採 血 用 管 部 ４ ９ に 交 換 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ４ ８ お よ び 残 留 採 血 用 リ ザ
ー バ ６ ９ を 接 続 し 、 シ リ ン ジ 開 口 ４ ０ に 空 の 採 血 用 シ リ ン ジ ４ ３ を 接 続 し 、 既 述 の 方 法 で
患 者 か ら 血 液 を 採 取 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ に つ い て 説 明 す る 。 全 体 を 符 号 ７ １ で 示 す 本 発 明 装 置 の さ ら に 別 な 実 施 態 様
は 、 管 本 体 ７ ２ で 構 成 し 、 こ れ に カ ニ ュ ー レ ７ ３ の ハ ブ ７ ４ を ね じ そ の 他 の 手 段 で 装 着 す
る 。 管 本 体 ７ ２ の 端 部 に 管 分 岐 部 ７ ５ を 設 け 、 管 本 体 ７ ２ に 管 ク ラ ン プ ７ ６ を 設 け る 。 管
ク ラ ン プ ７ ６ と し て は 、 片 手 で 操 作 で き る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 管 分 岐 部 ７ ５ の シ リ ン ジ 管 脚 部 ７ ５ ａ か ら シ リ ン ジ 管 部 ７ ９ を 延 設 し 、 シ リ ン ジ 開 口 ８
０ を シ リ ン ジ 管 部 ７ ９ の 端 部 に 開 口 す る 。 通 常 の も の を 使 用 す る こ と が で き る シ リ ン ジ ８
３ は 、 例 え ば 、 雄 形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ 要 素 な ど の シ リ ン ジ コ ネ ク タ ８ ５ を 備 え た
円 筒 形 シ リ ン ジ バ レ ル ８ ４ か 、 あ る い は シ リ ン ジ 開 口 ８ ０ に 着 脱 自 在 に 係 合 す る 他 の 構 造
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を も つ 。 さ ら に 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ ８ ３ は 、 複 数 の バ レ ル フ ラ ン ジ ８ ６ お よ び 伸 縮 自 在 な
シ リ ン ジ プ ラ ン ジ ャ ８ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 管 分 岐 部 ７ ５ の 管 脚 部 ７ ５ ｂ の 採 血 部 か ら 採 血 用 管 部 ８ ９ を 延 設 す る 。 例 え ば 、 雌 形 リ
ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ 要 素 な ど を 利 用 す る こ と が で き る シ リ ン ジ 開 口 ９ １ を 採 血 用 管 部
８ ９ に 設 け る 。 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ８ ８ は 、 シ リ ン ジ 開 口 ９ １ に 着 脱 自 在 に 接 続 す る 雄
形 リ ュ ー ル ロ ッ ク 式 コ ネ ク タ な ど の コ ネ ク タ 要 素 （ 図 示 省 略 ） を も つ 容 積 計 管 部 ９ ０ で 構
成 す る 。 さ ら に 、 イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ８ ８ に は 、 図 示 の よ う に 、 ま た 図 ２ の 装 置 ３ １ の
容 積 計 ５ ６ に 関 し て 説 明 し た よ う に 、 透 明 な コ イ ル 式 管 ま た は 折 り 曲 げ 式 管 を 利 用 す る こ
と が で き る 血 液 容 積 計 ９ ６ を 形 成 す る 。 あ る い は 、 血 液 容 積 計 ９ ６ と し て は 図 １ に つ い て
説 明 し た 容 積 計 室 ２ ６ な ど の 容 積 計 室 を 利 用 す る こ と が で き る 。 容 積 計 ９ ６ か ら イ ン ジ ケ
ー タ ユ ニ ッ ト ８ ８ の 膜 式 管 部 ９ ８ を 延 設 し 、 管 部 ９ ８ に 開 口 レ セ プ タ ク ル ９ ９ ａ を 備 え た
自 己 シ ー ル 式 開 口 ま た は そ の 他 の 開 口 ９ ９ を 設 け る 。 さ ら に 、 好 ま し く は 遠 い 位 置 に 通 気
性 膜 １ ０ ２ を も ち 、 か つ 近 接 位 置 に 無 針 ブ ラ ン ト プ ロ ー ブ ま た は 保 護 針 １ ０ １ を も つ キ ャ
ッ プ 装 置 １ ０ ０ を 開 口 ９ ９ に 装 着 で き る 。 な お 、 図 ５ か ら 、 キ ャ ッ プ 装 置 １ ０ ０ を 開 口 ９
９ に 装 着 す る と 、 保 護 針 ま た は 無 針 プ ロ ー ブ １ ０ １ が 、 膜 式 管 部 ９ ８ の 方 に 向 か っ て 自 己
シ ー ル 式 開 口 ９ ９ の レ セ プ タ ク ル ９ ９ ａ に 挿 入 す る こ と を 理 解 で き る は ず で あ る 。 こ れ に
よ っ て 、 周 囲 外 圧 が 膜 １ ０ ２ を 介 し て 膜 式 管 部 ９ ８ に 確 実 に 作 用 す る こ と に な る 。 周 囲 の
空 気 圧 よ り 固 有 静 脈 圧 力 が 高 い た め 、 こ の 場 合 に は 、 血 液 が キ ャ ッ プ 装 置 １ ０ ０ に 向 か っ
て 流 れ る こ と に な る 。 通 気 性 膜 １ ０ ２ に つ い て は 、 液 体 不 透 過 性 で あ る の が 好 ま し く 、 膜
式 管 部 ９ ８ か ら 血 液 が 流 出 す る こ と を 防 い だ 状 態 で 、 容 積 計 ９ ６ お よ び 膜 式 管 部 ９ ８ か ら
の 空 気 の 流 れ を 邪 魔 し な い 構 造 で あ れ ば 任 意 の 構 造 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た
、 キ ャ ッ プ 装 置 １ ０ ０ の 外 面 に は 、 開 口 ９ ９ の 内 側 キ ャ ッ プ ね じ （ 図 示 省 略 ） に 係 合 す る
キ ャ ッ プ ね じ を 形 成 し 、 膜 式 キ ャ ッ プ 装 置 １ ０ ０ を 開 口 ９ ９ に 装 着 で き る よ う に す る 。 あ
る い は 、 当 業 者 に と っ て 公 知 な 他 の 任 意 の 方 法 が あ れ ば こ れ を 利 用 し て 開 口 ９ ９ に キ ャ ッ
プ 装 置 １ ０ ０ を 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 使 用 時 に は 、 装 置 ７ １ を 使 用 し て 患 者 か ら 複 数 の 血 液 サ ン プ ル を 、 シ リ ン ジ 開 口 ８ ０ に
順 次 接 続 し た 一 つ か 複 数 の 採 血 用 シ リ ン ジ ８ ３ に 採 取 す れ ば よ い 。 開 口 ８ ０ で す べ て の 血
液 サ ン プ ル を 採 取 し た 後 、 図 １ の 装 置 １ の シ リ ン ジ １ ３ お よ び 図 ２ の 装 置 ３ １ の シ リ ン ジ
４ ３ に 関 し て 説 明 し た 同 じ 方 法 で 、 管 を 通 常 の 殺 菌 食 塩 溶 液 で 洗 浄 す る 。 次 に 、 医 用 流 体
を 患 者 に 投 与 す る が 、 こ の 場 合 に は 、 図 １ の 装 置 １ お よ び 図 ２ の 装 置 ３ １ に 関 し て 説 明 し
た 同 じ 方 法 で 、 流 体 充 填 シ リ ン ジ ま た は 流 体 を 充 填 し た 連 続 シ リ ン ジ ８ ３ を 利 用 し て 投 与
す れ ば よ い 。 さ ら に 、 装 置 ７ １ の イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト ８ ８ を 装 置 ７ １ の シ リ ン ジ 開 口 ９
１ か ら 取 り 外 し 、 そ し て シ リ ン ジ （ 図 示 省 略 ） ま た は Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル （ 図 示 省 略 ） を シ リ
ン ジ 開 口 ９ １ に 接 続 し 、 医 用 流 体 を 充 填 し た シ リ ン ジ ８ ３ ま た は 連 続 シ リ ン ジ ８ ３ を 使 用
し て 、 シ リ ン ジ 管 部 ７ ９ を 介 し て 装 置 ７ １ に 導 入 さ れ た 医 用 流 体 と と と も に 患 者 に 医 用 流
体 を 投 与 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 ６ ～ ６ Ｂ に つ い て 説 明 す る 。 全 体 を 符 号 １ １ １ で 示 す 本 発 明 装 置 の さ ら に 別 な
実 施 態 様 は 、 カ ニ ュ ー レ １ １ ３ の ハ ブ １ １ ４ を 取 り 付 け た 管 本 体 １ １ ２ で 構 成 す る 。 管 本
体 １ １ ２ か ら 採 血 用 管 部 １ ２ ９ を 延 設 す る 。 好 ま し く は 片 手 で 操 作 で き る 管 ク ラ ン プ １ １
６ を 管 本 体 １ １ ２ に 設 け る 。 採 血 用 ユ ニ ッ ト １ ２ ８ に つ い て は 、 採 血 用 管 部 １ ２ ９ に 流 体
連 絡 す る 容 積 計 管 部 １ ４ ０ で 構 成 す る 。 こ の 場 合 、 採 血 用 ユ ニ ッ ト １ ２ ８ は 、 所 定 設 計 構
造 の 管 コ ネ ク タ １ ３ １ に よ っ て 採 血 用 管 部 １ ２ ９ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 例 え ば 、 採 血 用 ユ ニ ッ ト １ ２ ８ に は 、 容 積 計 ケ ー ス １ ３ ７ 内 部 に 収 め る こ と が
で き る 容 積 計 １ ３ ６ を 形 成 す る 。 こ の 容 積 計 １ ３ ６ か ら 開 口 管 部 １ ３ ９ を 延 設 し 、 開 口 管
部 １ ３ ９ の 遠 い 位 置 に あ る 端 部 に 開 口 １ ４ １ を 開 口 す る 。 こ の 開 口 １ ４ １ と し て は 、 当 業
者 に と っ て は 公 知 な 、 例 え ば 、 無 針 形 開 口 ま た は 保 護 針 開 口 と し て 構 成 す れ ば よ い 。 図 ６
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Ａ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ４ ３ を 開 口 １ ４ １ 内 に 延 設 形 成 し 、 伸 縮 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４
６ の 入 り 口 端 部 か ら 延 設 し た 対 応 す る レ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ １ ４ ９ を 着 脱 自 在 に 受 け 取 る
こ と が で き る よ う に す る 。 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ゴ ム ま た は そ の 他
の 変 形 材 料 で 構 成 し 、 検 査 室 の 条 件 や 行 う べ き 血 液 試 験 の タ イ プ に も よ る が 、 そ の 容 積 は
例 え ば 約 １ /２ cc～ 約 １ ０ ccに 設 定 す る 。 図 ６ Ａ に 示 す よ う に 、 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６
を 取 り 付 け ス リ ー ブ １ ４ ７ に 取 り 付 け 、 こ こ に レ セ プ タ ク ル コ ネ ク タ １ ４ ９ を 延 設 し て も
よ い 。 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 開 口 １ ４ １ に 、 こ の 取 り 付 け ス リ ー ブ １ ４ ７ に 形 成 し た
内 側 ス リ ー ブ ね じ １ ４ ８ に 係 合 す る 外 側 ね じ １ ４ ２ を 形 成 し 、 開 口 １ ４ １ と 流 体 連 絡 す る
血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る よ う に 構 成 し て も よ い 。 な お 、 当 業 者 に
と っ て 公 知 な 各 種 あ る 任 意 の 取 り 付 け 方 法 の う ち 任 意 の 方 法 を 利 用 し て 、 取 り 付 け ス リ ー
ブ １ ４ ７ を 開 口 １ ４ １ に 取 り 付 け て も よ い 。 採 血 量 が 例 え ば 約 １ cc大 き な 血 液 レ セ プ タ ク
ル １ ４ ６ の 場 合 、 一 つ か そ れ 以 上 の ケ ー ス １ ５ １ を も つ レ セ プ タ ク ル ケ ー ス １ ５ ０ 内 部 に
形 成 し て も よ い 。 エ ン ク ロ ー ジ ャ ア ン カ ー １ ５ ２ を 使 用 し て 、 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ の
遠 い 位 置 に あ る 端 部 を レ セ プ タ ク ル ケ ー ス １ ５ ０ に ね じ そ の 他 の 手 段 で 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 図 ６ に 示 す よ う に 、 管 本 体 １ １ ２ の 最 も 遠 い 位 置 に 管 分 岐 部 １ １ ５ を 設 け る こ と
が で き る 。 こ の 場 合 、 管 分 岐 部 １ １ ５ の シ リ ン ジ 管 脚 部 １ １ ５ ａ か ら シ リ ン ジ 管 部 １ １ ９
を 延 設 し 、 そ し て 管 分 岐 部 １ １ の 採 血 用 管 脚 部 １ １ ５ ｂ か ら 採 血 用 管 部 １ ２ ９ を 延 設 す る
。 シ リ ン ジ 管 部 １ １ ９ の 最 も 遠 い 位 置 に 開 口 し た シ リ ン ジ 開 口 １ ２ ０ に シ リ ン ジ １ ２ ３ を
着 脱 自 在 に 受 け 取 り 、 後 述 す る よ う に 、 患 者 か ら の 血 液 サ ン プ ル の 採 取 お よ び ／ ま た は 患
者 へ の 医 用 流 体 の 投 与 を 行 う 。 さ ら に 、 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ を 使 用 し て 、 患 者 か ら 血
液 サ ン プ ル 試 験 用 血 液 サ ン プ ル を 採 取 し て か ら 、 こ れ を 開 口 １ ４ １ か ら 取 り 外 し 、 血 液 サ
ン プ ル を 試 験 し て も よ い 。 次 に 、 後 述 す る よ う に 、 開 口 １ ４ １ に シ リ ン ジ （ 図 示 省 略 ） ま
た は カ テ ー テ ル を 装 着 す れ ば 、 医 用 流 体 を 患 者 に 投 与 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 代 表 的 な 使 用 例 に つ い て 説 明 す る 。 患 者 の 皮 下 静 脈 （ 図 示 せ ず ） に カ ニ ュ ー レ １ １
３ を 挿 入 し 、 装 置 １ １ １ を テ ー プ で 所 定 位 置 に 固 定 す る 。 対 象 と す る 静 脈 内 の 静 脈 血 圧 は
血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ の 外 面 に 作 用 す る 周 囲 空 気 圧 よ り も 高 い た め 、 血 液 は 静 脈 か ら そ
れ ぞ れ 管 本 体 １ １ ２ 、 採 血 用 管 部 １ ２ ９ お よ び 容 積 計 １ ３ ６ を 通 っ て 血 液 レ セ プ タ ク ル １
４ ６ に 流 入 す る 。 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ が 血 液 で 満 た さ れ た 後 、 取 り 付 け ス リ ー ブ １ ４
７ を 開 口 １ ４ １ か ら 取 り 外 し 、 続 け て 空 の 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ を 順 次 開 口 １ ４ １ に 装
着 す る と 、 血 液 サ ン プ ル を 続 け て 採 取 で き る 。 な お 、 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ に つ い て は
、 目 的 の 血 液 試 験 に 応 じ て そ の サ イ ズ を 設 定 す れ ば よ い 。 す べ て の 血 液 試 料 の 採 取 後 、 最
後 の 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ を 開 口 １ ４ １ か ら 取 り 外 し 、 廃 棄 す る と 、 自 己 シ ー ル 式 開 口
１ ４ １ が 露 出 す る 。 次 に 、 等 張 食 塩 溶 液 を 使 用 し て 、 例 え ば 開 口 １ ４ １ を 介 し て 装 置 １ １
１ を 洗 浄 し 、 開 口 １ ４ １ に Ｉ Ｖ ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） を 開 口 １ ４ １ に 接 続 す る と 、 通 常 の 延
長 管 と し て こ の 装 置 １ １ １ を 使 用 で き る 。 あ る い は 、 図 １ ～ ４ の 実 施 態 様 に 関 し て 説 明 し
た よ う に 、 装 置 １ １ １ を 殺 菌 用 等 張 食 塩 溶 液 で 洗 浄 し 、 シ リ ン ジ 開 口 １ ２ ０ に 接 続 し た シ
リ ン ジ １ ２ ３ ま た は Ｉ Ｖ ラ イ ン を 使 用 し て 患 者 に 医 用 流 体 を 投 与 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 血 液 の サ ン プ リ ン グ 時 に 、 カ ニ ュ ー レ １ １ ３ を 太 い 静 脈 に 挿 入 す る 場 合 は 、 例 え ば 、 血
液 は 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ に 急 速 に 流 入 す る の で 、 血 液 サ ン プ ル を 採 取 す る た め に は シ
リ ン ジ １ ２ ３ は 必 要 な い 。 一 方 、 カ ニ ュ ー レ １ １ ３ を 細 い 静 脈 に 挿 入 す る 場 合 は 、 例 え ば
、 血 液 は 血 液 レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ に ゆ っ く り 流 れ 込 む た め 、 シ リ ン ジ １ ２ ３ を 使 用 し て 、
シ リ ン ジ 開 口 １ ２ ０ を 介 し て 血 液 サ ン プ ル を 採 取 で き る 。 次 に 、 交 換 シ リ ン ジ １ ２ ３ ま た
は Ｉ Ｖ ラ イ ン （ 図 示 省 略 ） を 開 口 １ ２ ０ に 装 着 す る と 、 患 者 に シ リ ン ジ 管 部 １ １ ９ を 介 し
て 医 用 流 体 を 投 与 で き る 。 こ の よ う に 、 開 口 １ ４ １ が 患 者 か ら の 血 液 サ ン プ ル の 採 取 お よ
び 患 者 へ の 医 用 流 体 の 投 与 両 者 に 好 適 で あ る 限 り 、 シ リ ン ジ 管 部 １ １ ９ 、 分 岐 部 １ １ ５ お
よ び シ リ ン ジ 開 口 １ ２ ０ は い ず れ も オ プ シ ョ ン 成 分 で あ り 、 装 置 １ １ １ か ら 目 的 に 応 じ て
省 略 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 容 積 計 １ ３ ６ も 、 装 置 １ １ １ を 使 用 す る さ い に は 、 管 本

10

20

30

40

50

(11) JP 2007-500540 A 2007.1.18



体 １ １ ２ か ら レ セ プ タ ク ル １ ４ ６ に 流 れ る 血 液 の 量 を 評 価 す る の に 役 立 つ よ う に 設 計 さ れ
た オ プ シ ョ ン 要 素 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 態 様 を 説 明 し て き た が 、 本 発 明 に よ れ ば 各 種 の 変 更 が 可 能 で
あ り 、 ま た 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 に 属 す る 上 記 以 外 の 実 施 態 様 す べ て
を 包 摂 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 カ ニ ュ ー レ を 想 像 線 で 示 す 患 者 に 挿 入 し た 状 態 の 、 本 発 明 の 一 実 施 態 様 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 装 置 の 別 な 実 施 態 様 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 装 置 の 折 り 曲 げ 式 管 容 積 計 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ -３ 線 に つ い て の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 装 置 の さ ら に 別 な 実 施 態 様 を 示 す 展 開 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 装 置 の 開 口 要 素 お よ び こ の 開 口 に 着 脱 自 在 に 係 合 す る キ ャ ッ プ 装 置
を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 装 置 の さ ら に 別 な 実 施 態 様 を 示 す 展 開 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ６ に 示 し た 装 置 の 開 口 要 素 お よ び こ の 開 口 に 着 脱 自 在 に 係 合 す る 血 液 レ セ プ
タ ク ル を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 装 置 の 別 な 実 施 態 様 に お い て 、 レ セ プ タ ク ル ケ ー ス の 収 め た 血 液 レ セ プ
タ ク ル を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ 、 ３ １ 、 ７ １ 、 １ １ １ ： 本 発 明 装 置 、
２ 、 ３ ２ 、 ７ ２ 、 １ １ ２ ： 管 本 体 、
３ 、 ３ ３ 、 ７ ３ 、 １ １ ３ ： カ ニ ュ ー レ 、
６ 、 ３ ６ 、 ７ ６ 、 １ １ ６ ： ク ラ ン プ 、
１ ０ 、 ４ ０ 、 ８ ０ 、 １ ２ ０ ： シ リ ン ジ 開 口 、
１ ８ 、 ４ ８ 、 ８ ８ 、 １ ２ ８ ： イ ン ジ ケ ー タ ユ ニ ッ ト 、
２ ６ 、 ５ ６ 、 ９ ６ 、 １ ３ ６ ： 容 積 計 、
２ ９ 、 １ ０ ２ ： 通 気 性 膜 、
６ ３ ： 保 護 容 器 、
６ ９ ： 血 液 リ ザ ー バ 、
１ ０ ０ ： キ ャ ッ プ 装 置 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】
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【要約の続き】
的に導入し、次にシリンジプランジャ（１７、４７、８７，１２７）を引き上げることによって容積計（２６、５６
、９６、１３６）から採血用シリンジ（１３、４３、８３、１２３）に血液の流れを能動的に採取することによって
採血する。必要な場合には、採血すべき血液量に応じて、血液の満たされたシリンジを取り外し、続けて別な空の採
血用シリンジを装着し、上記の操作を行えばよい。また、本発明装置（１、３１、７１、１１１）を使用すれば、管
本体（２、３２、７２、１１２）および容積計（２６、５６、９６、１３６）から残留血液を吸引してから、管本体
を殺菌等張食塩溶液で洗浄し、シリンジ開港（１０、４０、８０、１２）に接続した医用流体シリンジまたはカテー
テルから管本体（２、３２、７２、１１２）を介して患者に医用流体を投与することができる。
【選択図】図１
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